
とりまとめ骨子（案）

 コロナ禍が地方に与えた影響や新たな価値観の台頭を踏まえて、ピンチをチャンスに変え、
ウィズ・アフターコロナにおける新たな地方創生の実現を目指すことが重要。

 社会におけるデジタル活用の浸透など、地方を巡る環境が大きく変化しつつある中、とりわけ
地方からのデジタル実装を通じてさまざまな面で地方創生につながる動きが生じている。

 こうした動きをより高めるための中長期的な取組を通じて、地方の課題解決・魅力向上が高度
かつ、効率的に達成され、内外とつながる活力ある地方の実現を目指す。

 デジタル技術の活用により、地方のイノベーションを生む多様な人材・知・産業を集めることが可能になる
テレワークやオンライン活用などのデジタル技術の活用により、地方と都市との地理的／時間的な格差を埋め、
都会の人材・知・産業の集積による、地方のイノベーションを実現。

【求められる具体的な取組】

・テレワーク、兼業・副業等による「転職なき移住」のさらなる推進
・オンライン関係人口など、都市と地域をつなぐ人材の裾野の拡大

・オンラインツールを用いて、都市部人材の活用も含めた地方における魅力的なしごとの創出・創業支援

・オンラインツールなどを活用した地域発／地域着の情報発信の強化 等

 地方からデジタル実装を進めることにより、地域の課題解決・魅力向上の“ブレークスルー”が実現する
地方からデジタル実装を進め、地域が抱える課題の解決や魅力の向上につながる取組を効率的に展開し、
地域の力を飛躍的に高めるブレークスルーを実現。

【求められる具体的な取組】

・地理的・時間的障壁を打破するためのハード、ソフト両面での地方のデジタル環境整備
・教育・医療・公共交通などにおけるデジタル技術を活用した地方のＱＯＬの向上

・オンラインを含めたリカレント教育の充実による、地域のニーズにマッチした人材育成 等
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 新たな視点を取り入れた取組により地方の成長・持続可能性向上につながる
デジタル実装によりもたらされた海外を含めた他地域とのつながりの強化やＳＤＧｓなど、新たな視点を
取り入れつつ、地方が強みを持つ分野の取組を進めることにより、地域の成長・持続可能性の向上を実現。

【求められる具体的な取組】

・地域資源を活かした脱炭素と地域経済活性化の好循環の実現
・エネルギーの地産地消の推進など地域の持続可能性を高める取組の推進

・地域と海外とのオンラインでのつながりを活かした新たな商流・人流の構築 等

 感染症の教訓を踏まえ、地域内の結びつきが強化される
危機対応や地方の活力を強化する上で重要な地域のコミュニティ機能の向上を図るため、デジタル技術を

活用した地域の経済・社会の結びつきをより高める取組が生まれている。
【求められる具体的な取組】

・デジタル技術を活用した、感染症や災害へのリスクに対応できる経済・社会のバックアップ体制づくり

・感染症や災害などへの危機対応に向けた“共助”の体制・コミュニティの構築
・官民連携による、移住・定住を進めるための地域の受け皿づくりの推進 等

☆新たな地方創生を実現するにあたっての各界各層へのメッセージ
新たな地方創生の取組を進める上では、地方創生に関わるさまざまな主体に働きかけることが重要。

本懇談会として、各界各層に対して地方創生に関する前向きなメッセージを発信する。
【メッセージ例】

・「地方勤務は人材育成のチャンス。ＥＳ（Employee Satisfaction）と社員教育の両立をぜひ地方から！」

（都市部企業向け）
・「地方は可能性のフロンティア。素晴らしい環境で新たな挑戦を！」（都市部在住若者向け）

※そのほか、女性、地方自治体、地元企業などさまざまな主体へのメッセージを掲載。


